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主な内容
② 200号記念、市報で振り返る村上市
⑫ 2024村上・笹川流れ国際トライアスロン大会　結果
⑬ 弾道ミサイルを想定した住民避難訓練を実施します
⑭ 「健口＝健康」を守るために　～歯周病を予防しましょう～
⑮ むらかみの話題

おかげさまでおかげさまで
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成
20
年
４
月
１
日
に
、
１
市
２
町
２
村
が

合
併
し
て
新
「
村
上
市
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
合
併
か
ら
わ
ず
か
２
週
間
後
の
４
月
15
日
に

は
、
記
念
す
べ
き
「
市
報
む
ら
か
み
」
創
刊
号
を

発
行
し
、
村
上
市
の
情
報
を
市
民
に
伝
え
る
た
め

の
大
切
な
媒
体
と
し
て
、
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
１
９
９
号
を
発
行
し
（
お
知
ら
せ

版
を
除
く
）、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
で
の
出
来
事
や

お
知
ら
せ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
「
村
上
市
の
今
」

を
届
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
節
目
と
な
る
２
０
０
号
の
発
行
を
記

念
し
て
、
こ
れ
ま
で
発
行
し
た
１
９
９
号
の
中
か

ら
、
広
報
担
当
者
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
市
報
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

▲�ＥＶバス出発式後に市内を走る「あ
べっ車」
　第193号（令和６年４月発行）

▲�（左）屋内遊び場のオープンを記念して遊具などを紹介
　�第170号（令和４年５月発行）
  （右）フリースペースで開催した親子で学ぶ防災講座
　�第195号（令和６年６月発行）

▲�市こども家庭センターを紹介
◀�きらきら子育て支援センター
利用者を撮影
　�第194号（令和６年５月発行）

▲�（右）創刊号の表紙は市長職務代理者を務められた
加藤全一　氏
　�（左）裏表紙では各支所での除幕の様子を掲載
　創刊号（平成20年４月発行）

０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
令
和
６
年
３
月
に

市
内
の
路
線
バ
ス
に
Ｅ
Ｖ
バ
ス
（
電
気
自
動
車
）

を
導
入
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
雪
が
舞
う
寒
い
中

で
の
「
Ｅ
Ｖ
バ
ス
出
発
式
」
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
市
民
が
集
ま
り
、
日
本
海
に
沈
む
夕
日
と

村
上
木
彫
堆
朱
を
モ
チ
ー
フ
に
、
朱
色
を
基
調
と

し
た
「
あ
べ
っ
車
」
の
出
発
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
導
入
は
、
地
球
環
境
へ
の
配
慮
の

一
環
と
し
て
導
入
し
ま
し
た
が
、
市
で
は
こ
の
他

に
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

現
在
、
村
上
市
お
よ
び
胎
内
市
沖
で
は
洋
上
風

力
発
電
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
２
９
年

の
運
転
開
始
に
向
け
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

脱
炭
素
化
の
加
速
化
に
加
え
て
、
新
た
な
産
業
の

創
設
や
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
創
出
な
ど
、
地
域

経
済
へ
の
好
影
響
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
の
「
村
上
大
祭
」

は
、
村
上
市
の
文
化
と
歴
史
に
深
く
根
ざ

し
た
重
要
な
行
事
で
、
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
特

別
な
意
味
を
持
ち
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
保
護
団
体
で
あ
る
村
上
ま
つ
り
保

存
会
に
指
定
証
書
が
交
付
さ
れ
、
文
化
的
な
価
値

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

指
定
を
受
け
た
こ
と
や
市
政
施
行
10
周
年
を
記

念
し
て
、
平
成
30
年
４
月
29
日
に
は
お
し
ゃ
ぎ
り

の
巡
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
役
所
前
に
16
台
の

屋
台
が
集
結
し
、
祝
賀
の
神
事
を
終
え
て
、
提
灯

に
明
か
り
を
と
も
し
た
屋
台
が
大
町
、
小
町
の
商

店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

育
て
世
帯
か
ら
の
「
天
候
に
左
右
さ
れ
ず

に
遊
べ
る
屋
内
施
設
が
欲
し
い
」
と
い
う

声
を
受
け
、
令
和
４
年
４
月
、
旧
神
納
東
小
学
校

の
体
育
館
に
小
学
６
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た

「
屋
内
遊
び
場
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
体
育
館

の
半
面
に
は
、
村
上
市
産
の
木
材
を
使
用
し
た
木

製
複
合
遊
具
や
エ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
半
面
は
、
ボ
ー
ル
遊
び
な

ど
が
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

利
用
者
数
は
、
令
和
４
年
度
に
２
万
３
０
０
０

人
、
令
和
５
年
度
に
は
３
万
３
０
０
０
人
を
超
え

る
方
々
が
利
用
し
て
お
り
、
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
親
子
で
参
加
で
き
る
子

育
て
イ
ベ
ン
ト
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
運
営
を
委
託
す

る
な
ど
、
遊
び
場
の
ほ
か
に
子
育
て
支
援
の
施
設

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

平２

江

国新

子

２
０
０
号
記
念
、
市
報
で
振
り
返
る
村
上
市
問
企
画
戦
略
課
企
画
政
策
室
（
☎
75
－
８
９
２
５
）

▶�（右）市役所前に集
結した屋台
　�第123号（平成30年
６月発行）
▼�（下）19町内の屋台
を掲載

内
最
大
規
模
の
屋
内
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
施

設
「
村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
」
が
平
成

31
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
お
わ
ん
の
よ
う
な
形
を

し
た
「
パ
ー
ク
」
と
、
階
段
や
手
す
り
な
ど
を
再

現
し
た
障
が
い
物
が
配
置
さ
れ
て
い
る
「
ス
ト

リ
ー
ト
」
の
２
コ
ー
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

令
和
４
年
３
月
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
競
技
別
強
化
拠
点
施
設
の
指
定
を

受
け
、
国
内
の
強
化
指
定
選
手
が
練
習
の
拠
点
と

し
て
お
り
、
パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
女
子
ス
ト
リ
ー
ト
で
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
赤
間
凛
音
選
手
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

た
な
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
令

和
６
年
４
月
に
旧
神
納
東
小
学
校
の
校
舎

の
一
部
を
改
築
し
て
「
き
ら
き
ら
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
。
開
所
か
ら
、
多
く
の
方

が
ご
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
で
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め

に
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
市
役
所
内
に
設
置

し
ま
し
た
。
妊
産
婦
や
子
育
て
世
代
か
ら
の
相
談

を
受
け
保
育
園
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

▲（上）�村上市スケートパークを紹介
　第134号（令和元年５月発行）
◀�（左）パリ2024オリンピックで銀
メダルを獲得した赤間凛音選手
　第199号（令和６年10月発行）
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さ
ん
の
お
手
元
に
毎
月
届

く
「
市
報
む
ら
か
み
」
は
、

市
か
ら
の
情
報
源
と
し
て
、
ご
自

宅
や
図
書
館
な
ど
で
、
手
に
取
り

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
デ
ー

タ
と
し
て
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
紙
媒
体

だ
け
で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
じ
て
、
市
か

ら
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
市
報
む
ら
か
み
」

は
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
、
Ｘ
な
ど
の
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
防
災
・
行
政
情
報
ア
プ
リ
「
む

ら
か
み
情
報
ナ
ビ
」
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
か
ら
、
気
軽
に
市
か
ら

の
お
知
ら
せ
や
最
新
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
移
動
中
や
外
出
先
で
も
、
必

要
な
情
報
を
す
ぐ
に
確
認
で
き
る

こ
と
で
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
」
読
め
る
市
報
と
な
っ
て
い
ま

す
。

回
は
、
市
報
む
ら
か
み
の
２

０
０
号
発
行
を
記
念
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
発
行
し
た
市
報
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
？

　

専
門
用
語
を
含
ん
だ
難
し
い
文

書
に
な
り
が
ち
な
行
政
か
ら
の
情
報

を
、
少
し
で
も
分
か
り
や
す
く
、
親

し
み
や
す
い
内
容
で
お
届
け
で
き
る

よ
う
に
作
っ
て
い
ま
す
。
市
報
を
通

じ
て
、
少
し
で
も
市
役
所
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝

わ
る
よ
う
に
、
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
愛
読
い
た
だ
く

た
め
に
、
皆
さ
ん
か
ら
の
市
報
に
対

す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
は
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
す
。
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
下
段
に

あ
る
「
メ
ー
ル
で
の
お
問
い
合
わ

せ
」
か
ら
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作

る
「
よ
り
良
い
市
報
」
を
作
成
す
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

新皆

今

▲８月３日豪雨の爪あと
　第174号（令和４年９月発行）

▲�山形県沖を震源とする地震から１年
　第147号（令和２年６月発行）

▲大雨による災害から１年
　第185号（令和５年８月発行）

▲豪雨災害のボランティア活動
　第175号（令和４年10月発行）

▲令和５年度村上市防災訓練
　第187号（令和５年10月発行）

▲夜空に咲いた復興への大輪
　第186号（令和５年９月発行）

＼　さまざまな媒体で「市報むらかみ」をご覧ください　／
【市報（紙媒体）】
　毎月、ご自宅へお届けし
ています。図書館などの公
共施設でもご覧いただくこ
とができます。

防災・行政情報アプリ
【むらかみ情報ナビ】
　令和６年４月からか新たに導入したアプリで、
スマートフォンなどにインストールして活用し
てください。
　市報のほかに市の防災・行政情報、イベント
情報を音声や文字で受け取ることができます。

【市ホームページ】
　村上市公式ホームページか
ら「市報むらかみ」で検索して
ください。
　創刊号からこれまでに発行
した全ての市報を掲載していま
す。過去の市報をご覧になりた
い場合は、ご利用ください。

【市公式SNS】
　市の公式SNSのアカウントをフォロー
してご覧いただけます。市報のほかに、
行政情報やイベントの様子なども発信し
ています。

むらかみ
情報ナビ

Android用 iOS用

アプリの設定

ホームページ

Facebook Ｘ LINE

「
村
上
市
」
誕
生
か
ら
16
年
が
経
過
す
る

間
に
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
２
つ
の
大
き

な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
６
月
18
日
、
午
後
10
時
22
分
に
発
生

し
た
「
山
形
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
」
で
は
、

山
北
地
域
で
屋
根
瓦
が
落
ち
る
な
ど
の
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
チ
ー
ム
村
上
震
災
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
し
て
「
が
ん
ば
ろ
う
村
上
宣
言
」
を
行
う
と
と

も
に
、
令
和
元
年
８
月
号
に
生
活
復
旧
支
援
情
報

を
５
ペ
ー
ジ
に
渡
り
掲
載
し
、
被
災
さ
れ
た
方
た

ち
に
寄
り
添
い
、
一
日
で
も
早
く
い
つ
も
通
り
の

日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
と
思
い
、
生
活
を
支

援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
８
月
３
日
か
ら
降
り
続
い
た

猛
烈
な
雨
は
、
範
囲
を
荒
川
流
域
へ
と
南
下
し
、

４
日
未
明
に
は
、
市
内
全
域
に
大
雨
特
別
警
報
が

発
令
さ
れ
、
市
内
の
広
範
囲
に
渡
り
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
害
が
最
も
大
き
か
っ
た

荒
川
頭
首
工
付
近
の
集
落
で
あ
る
小
岩
内
や
花

立
、
貝
附
集
落
で
は
土
石
流
に
よ
る
建
物
被
害
が

多
発
。
土
砂
や
流
木
に
覆
わ
れ
、
集
落
の
風
景
が

一
夜
に
し
て
一
変
し
ま
し
た
。

　

市
報
で
は
、
令
和
４
年
９
月
号
で
、
６
ペ
ー
ジ

に
渡
り
市
内
の
深
刻
な
被
害
状
況
を
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
４
ペ
ー
ジ
に
渡
り
生
活
復
旧
支
援
情
報

を
追
加
で
掲
載
し
、
被
災
さ
れ
た
方
の
生
活
再
建

制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
４
年

10
月
号
で
は
、
岸
田
文
雄
前
内
閣
総
理
大
臣
が
被

災
地
を
視
察
さ
れ
た
様
子
や
市
内
外
か
ら
多
く
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

様
子
、
ま
た
、
建
設
型
応
急
住
宅
の
入
居
開
始
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
約
１
年
が
経
過
す
る
時
期
に
発
行
し

た
令
和
５
年
８
月
号
で
は
、
大
雨
に
よ
る
災
害
か

ら
１
年
が
経
過
し
た
小
岩
内
集
落
な
ど
の
現
在
の

状
況
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
被
災
し
た
方
の
声

を
掲
載
し
ま
し
た
。
災
害
に
遭
っ
た
こ
と
で
実
感

し
た
普
通
に
あ
る
日
常
の
大
切
さ
や
、
支
援
し
て

く
れ
た
方
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
る
内

容
で
し
た
。

　

ま
た
、
復
興
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
た
「
村
上
市

花
火
大
会
」
や
、
令
和
４
年
８
月
の
大
雨
と
同
規

模
の
災
害
を
想
定
し
て
行
わ
れ
た
「
村
上
市
防
災

訓
練
」
の
様
子
を
掲
載
し
、
地
域
の
防
災
力
の
向

上
と
災
害
に
対
す
る
備
え
の
重
要
性
を
伝
え
ま
し

た
。
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市債借入残高 令和５年度末 令和４年度末

一般会計 323億6,664万円 322億8,319万円

情報通信事業 3,733万円 2,902万円

蒲萄スキー場 9,635万円 7,658万円

上水道事業 48億2,226万円 48億7,891万円

簡易水道事業 14億7,158万円 15億   789万円

下水道事業 279億7,874万円 294億9,612万円

令
和
５
年
度

決
算
報
告

一般会計

■�

主
に
県
支
出
金
、
市
債
が
増
加
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
は
減
少

　

県
支
出
金
が
６
億
９
５
４
３
万
円
増
加
、
市
債
が

４
億
２
８
８
５
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
地
方
交
付
税

は
６
億
６
５
３
８
万
円
減
少
、
国
庫
支
出
金
は
４
億

２
７
８
２
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

総
額
は
前
年
度
と
比
べ
て
、
２
億
８
８
３
８
万
円

増
加
し
ま
し
た
。

市債 （借入金） 残高
　

一
般
会
計
の
市
債
残
高
の
増
加
の

要
因
と
し
て
令
和
４
年
８
月
３
日
か

ら
の
大
雨
に
よ
る
災
害
の
復
旧
事
業

に
よ
る
借
入
金
の
増
加
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
市
債
は
、
主
に
道
路
や

学
校
な
ど
長
期
間
利
用
し
て
い
く
施

設
な
ど
の
建
設
費
用
の
た
め
の
借
入

金
で
す
。

　

市
債
の
発
行
に
よ
り
、
次
世
代
の

人
々
に
も
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
、
世
代
間
の
公
平
性
を
考
慮
し
て

い
ま
す
。

特別会計決算額 歳　入 歳　出

土地取得 1億6,403万円 1億6,403万円

情報通信事業 2億6,737万円 2億5,582万円

蒲萄スキー場 7,254万円 6,996万円

国民健康保険 58億1,594万円 57億4,972万円

後期高齢者医療 8億2,178万円 8億   594万円

介護保険 86億2,678万円 83億3,824万円

特別会計
　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
そ
の
事
業
で
得
ら
れ
る

収
入
を
主
な
財
源
と
し
て
、
事
業
に

係
る
経
費
を
支
出
す
る
た
め
、
一
般

会
計
と
は
別
に
収
支
を
管
理
す
る
会

計
で
す
。

　

特
別
会
計
の
収
支
は
、
全
て
の
会

計
で
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
事
業
の
実
施
に

あ
た
り
必
要
な
財
源
に
不
足
が
生
じ

る
場
合
に
は
、
一
般
会
計
や
基
金
か

ら
資
金
の
繰
り
入
れ
を
し
て
財
源
の

補
填
を
行
っ
て
い
ま
す
。

� （単位：％）

健全化判断比率 令和５年度 令和４年度
（参考）

早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字比率 － － 12.32 20.00
連結実質赤字比率 － － 17.32 30.00
実質公債比率 12.0 11.7 25.0 35.0
将来負担比率 75.6 78.8 350.0

健全化判断比率
　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
決
算

に
基
づ
い
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」

と
公
営
企
業
部
門
（
上
水
道
事
業
や

下
水
道
事
業
）
の
「
資
金
不
足
比

率
」
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
比
率
は
、
財
政
の
健
全
度
を

測
る
も
の
で
、
令
和
5
年
度
は
全
て

の
比
率
で
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
監
査
委
員
の
監
査
を
受

け
て
市
議
会
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

� （単位：％）

資金不足比率 令和５年度 令和４年度
 （参考） 経営健全化基準

上水道事業 － － 20.00
簡易水道事業 － － 20.00
下水道事業 － － 20.00

資金不足比率
　

こ
の
比
率
は
、
上
水
道
事
業
や
下

水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
の
経
営

状
態
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
比
率

で
す
。

　

全
て
の
会
計
で
資
金
不
足
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
「
－
」
と
表
示

し
て
い
ま
す
。

■�

主
に
災
害
復
旧
費
、
教
育
費
が
増
加
、
衛
生
費
、
土
木
費
は
減
少

　

災
害
復
旧
費
は
令
和
４
年
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
災
害
か

ら
の
復
旧
事
業
な
ど
に
よ
り
、
８
億
８
３
５
６
万
円
増
加
、
教
育
費

は
中
学
校
施
設
や
体
育
施
設
の
改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
、
３
億
７
９

２
１
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
衛
生
費
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
６
億
８
２
８
９
万
円
減
少
、

土
木
費
は
除
排
雪
経
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
５
億
１
４
２
万
円
減
少

し
ま
し
た
。

　

総
額
は
前
年
度
と
比
べ
て
、
１
億
６
４
３
１
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額
４
３
２
億
２
０
３
０
万
円
、
歳
出
総
額
３
９
６
億
３
１
０

６
万
円
で
、
差
し
引
く
と
３５
億
８
９
２
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
額
か
ら
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
（
繰
越
事
業
の
財
源
）
を
差
し
引
い
た
収
支
（
実
質
収
支
）
は
、
３２
億
９
９
４
４
万
円
と
な

り
、「
黒
字
」
と
な
り
ま
し
た
。

【歳入】
地方交付税　国税の一部から市に交付されるお金�
市　　　税　�市民税や固定資産税など市民の皆さんからの税金
国庫支出金　�特定の事業の経費に充てるため、国から交付されるお金
県 支 出 金　�特定の事業の経費に充てるため、県から交付されるお金
市　　　債　国や金融機関から借り入れるお金
譲与税・交付金など
　地方消費税の一部を人口などで案分して国から交付されたお金など
諸　収　入　保育園副食費などどの区分にも属さないお金
分担金および負担金
　保育園入園者負担金・学童保育利用料・各種検診負担金などによるお金
使用料および手数料
　各施設の使用料・証明手数料などのお金

【歳出】
民 生 費　高齢者や障がい者福祉、医療、子育てなど
土 木 費　道路、河川、公園の整備・管理など
公 債 費　市の借金（市債）返済にかかる経費
災 害 復 旧 費　災害からの復旧にかかる経費など
教 育 費　学校教育、公民館、図書館、スポーツ振興など
総 務 費　市役所の運営、まちづくり、防犯、選挙など
農林水産業費　農業用施設、林道、農業振興など
衛 生 費　�健診、予防接種、ごみ収集処理など
消 防 費　消防、救急、防災対策など
そ の 他　議会費・労働費・商工費・諸支出金の支出金

用語の説明

432億2,030万円
歳入

396億3,106万円
歳出

問
財
政
課
財
務
管
理
室
（
☎
75
－
８
９
２
２
）
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令
和
５
年
度

上
下
水
道
事
業
決
算
報
告

　
上
水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、

原
則
と
し
て
独
立
採
算
制
で
運
営
さ
れ
る
会
計
で
す
。
そ
の
年
度
の
経
営
損
益
を
示
す
「
収

益
的
収
支
」
と
、
将
来
の
経
営
に
備
え
て
行
わ
れ
る
建
設
改
良
事
業
な
ど
の
資
本
取
引
を
示

す
「
資
本
的
収
支
」
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
、
料
金
収
入
だ
け

で
維
持
管
理
費
用
な
ど
の
経
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

上水道事業
　料金収入は2,400万円の増収となり、維持管理費用は電
気料などの動力費の減少や事業経費の減少により4,800万
円の減となったことにより、2,719万円の純利益を計上し
ました。
　資本的収支は、収入より支出が４億817万円多く、不足
分は内部留保資金で補填しました。今後も人口減少に伴
う使用量の減少や燃料価格などの上昇により施設を維持
管理する費用の増加が見込まれることから、厳しい経営
状態となっています。

【災害復旧事業】
・春木山大沢川水管橋復旧工事� 4,108万円
【配水管改良事業】
・浜新田地内ほか石綿管改良工事� 5,305万円
・瀬波温泉二丁目地内配水管改良工事� 3,815万円
・飯岡地内配水管改良工事� 3,815万円

簡易水道事業
　維持管理費用に含まれる電気料などの動力費や配水管
等修繕費が前年度よりも減少しましたが、収支不足を補
うため、一般会計から１億3,356万円を繰り入れて、経営
を維持しています。
　資本的収支は、収入よりも支出が多く、一般会計から1
億3,416万円を繰り入れ、不足分は内部留保資金9,416万
円で補填しています。
　簡易水道事業全体では２億6,772万円を繰り入れして
おり、一般会計からの繰入金に頼った経営状態となって
います。

【配水管改良事業】
・府屋浜町地内配水管改良工事� 3,654万円
・浜新保地内配水管復旧工事� 502万円
【施設改良工事】
・山辺里第２配水池残留塩素計更新工事� 473万円
・旧簡易水道水源地撤去工事� 327万円

下水道事業
　純利益が1,387万円となりましたが、使用料収入だけで
は経営を維持できないため、一般会計から17億4,506万
円を繰り入れて、経営を維持しています。
　資本的収支は、一般会計から11億6,267万円を繰り入
れ、不足分は内部留保資金15億825万円で補填していま
す。一般会計からの繰入金は29億773万円となり、繰入
金に頼った経営状態となっています。
　上下水道事業審議会からの提言を踏まえて、施設の統
廃合や業務の合理化を進め経費削減に取り組んで行くと
ともに、下水道接続率の向上を図ります。

【建設改良工事】
・村上浄化センター改築更新工事� 8億8,460万円
・烏川雨水幹線整備工事� 5,423万円
【災害復旧事業】
・荒川浄化センター災害復旧工事� 1億6,111万円
・羽ヶ榎中継ポンプ場災害復旧工事� 4,553万円

上水道事業

簡易水道事業

下水道事業

企業債
3億5,940万円

補助金
413万円

その他
2,210万円

一般会計繰入金
1,797万円

建設改良費
3億9,571万円

内部留保資金
4億817万円

企業債償還金
4億1,606万円

収 

入

支 

出

水道料金収入
８億6,780万円

一般会計繰入金
2,228万円

純利益
2,719万円

その他
6,082万円

維持管理経費
３億8,626万円

減価償却費
５億8,987万円

その他
8,969万円

長期前受金戻入
1億4,211万円

収 

入

支 

出

その他
1,111万円

純利益
35万円

水道料金収入
1億4,264万円

維持管理経費
1億5,753万円

一般会計繰入金
1億3,356万円

長期前受金戻入
3,323万円

減価償却費
1億4,026万円

その他
2,240万円

収 

入

支 

出

企業債
1億6,823万円

補助金
3万円

建設改良費
1億7,658万円

一般会計繰入金
1億3,416万円

その他
1,595万円

内部留保資金
9,416万円

企業債償還金
2億455万円

繰入金返還金
3,140万円

収 

入

支 

出

下水道使用料
８億3,368万円

維持管理経費
10億2,840万円

一般会計繰入金
17億4,506万円

長期前受金戻入
11億1,556万円

その他
2,301万円

その他
4,512万円

企業債利息
３億5,682万円

純利益
1,387万円

減価償却費
22億7,310万円

収 

入

支 

出

企業債
19億8,410万円

補助金
6億2,508万円

繰入金返還金
2億2,590万円

建設改良費
15億5,559万円

一般会計繰入金
11億6,267万円

その他
1,195万円

その他
28万円

内部留保資金
15億825万円

企業債償還金
35億1,028万円

収 

入

支 

出

収入� 10億9,301万円

支出� 10億6,582万円
純利益� 2,719万円

収入　� 4億   360万円
内部留保資金� 4億   817万円

収入� 3億1,837万円
内部留保資金� 9,416万円

収入� 37億8,380万円
内部留保資金� 15億   825万円

支出� 8億1,177万円

収入� 3億2,054万円

支出� 3億2,019万円
純利益� 35万円

支出� 4億1,253万円

収入� 37億1,731万円

支出� 37億   344万円
純利益� 1,387万円

支出� 52億9,205万円

春木山大沢川水管橋復旧工事春木山大沢川水管橋復旧工事

府屋浜町地内配水管工事府屋浜町地内配水管工事

荒川浄化センター災害復旧工事荒川浄化センター災害復旧工事

【収益的収支】

【収益的収支】

【収益的収支】

【資本的収支】

【資本的収支】

【資本的収支】

問
上
下
水
道
課
経
営
企
画
室
（
☎
66
－
６
１
９
２
）

9　　2024.11.1　　市報むらかみ 市報むらかみ　　2024.11.1　　8



村上市の職員数・給与などを公表します
問 総務課人事管理室（☎53－3366）

　市職員の給与は、国家公務員や新潟県職員の給与などを参考に
しながら、市議会の審議を経て条例などで定められています。

※�普通会計には一般会計のほか、蒲萄スキー場特別
会計および情報通信事業特別会計に従事する職
員の人件費が含まれています
※�人件費には、一般の職員のみではなく特別職（市
長、議員など）の給料、手当、共済負担金などが
含まれています

※�村上市職員の給与に関する条例に基づく給料表の
級区分による職員数で「標準的な職務内容」とは、
それぞれの級に該当する代表的な職名です

※初任給は学校卒業後すぐに採用された場合の月額です

※該当する職員がいない場合は空欄としています

※�期末・勤勉手当の（ ）内は、再任用職員に係る支給割合です
※�再任用職員とは定年退職などにより退職した後、改めて採用
された職員をいいます

※�１人当たり平均支給額は、令和５年度に退職した職員に対す
るものです

1

2

5

6

3 4

人件費率（令和５年度普通会計決算）

職員数の状況　※非常勤職員を除く（令和６年４月１日現在）

給与について

手当について（主なもの）

職員の初任給（令和６年４月１日現在）

期末・勤勉手当（令和６年４月１日現在）

退職手当（令和６年４月１日現在）

扶養手当（令和６年４月１日現在）

通勤手当（令和６年４月１日現在）

住居手当（令和６年４月１日現在）

職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（令和６年４月１日現在）

特別職の報酬などの状況（令和６年４月１日現在） 一般行政職の級別構成比（令和６年４月１日現在）

人件費
64億3,205万円(16.2%)

歳出総額
397億9,608万円

区分 職員数 区分 職員数
令和５年度 令和６年度 令和５年度 令和６年度

一般行政
部門

議会 4 4 教育部門 66 66
総務・企画 135 133 消防部門 140 138
税務 29 26 小　計 206 204
民生 154 166

公営企業
など会計
部門

病院 0 0
衛生 51 51 水道 19 19
労働 0 0 下水道 19 16
農林水産 45 44 その他 38 24
商工 21 22
土木 38 37 小　計 76 59
小　計 477 483 合　計 759 746

区分
村上市 国

大学卒 高校卒 大学卒 高校卒

初任給
一般行政職 196,200円 166,600円 総合職　200,700円

一般職　196,200円 166,600円

技能労務職 ― 164,000円
消防職 ― 191,800円

区分
村上市 国

期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.225月分
（0.675）

1.025月分
（0.5）

1.225月分
（0.6875）

1.025月分
（0.4875）

12月期 1.225月分
（0.675）

1.025月分
（0.5）

1.225月分
（0.6875）

1.025月分
（0.4875）

計 2.45月分
（1.35）

2.05月分
（1.0）

2.45月分
（1.375）

2.05月分
（0.975）

区分
村上市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.670月分 24.587月分

市と同額
勤続25年 28.040月分 33.271月分
勤続35年 39.758月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

加算措置 定年前早期退職特例措置
（２～20％加算）

定年前早期退職特例措置
（３～45％加算）

1人当たり
平均支給額 610万円 2,070万円 －

区分 村上市 国
配偶者 6,500円

市と同額子 10,000円
父母など 6,500円

区分 村上市 国

電車・バス
などの交通
機関利用者

運賃の額に
応じて最高
55,000円ま
で支給

市と同額

自動車など
利用者

片道の使用
距離に応じ
て2,900円
～44,100円
まで支給

2,000円～
31,600円
まで

区分 村上市 国

借家

月額12,000円以
上の家賃を払っ
ている職員に対
し、家賃額に応
じ最高27,000円
まで

家賃月額
16,000円以上
最高28,000円
まで

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 283,340円 298,767円 321,320円
高校卒 233,950円 277,100円 310,350円

技能労務職 高校卒 － － －

区分 月額 期末手当

給料
市長 812,400円

６月期　1.700月分
12月期　1.700月分
計　　3.400月分

副市長 623,500円
教育長 553,500円

報酬
議長 376,900円
副議長 309,700円
議員 286,600円

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
(％)

７級 政策監 １人 0.3
６級 課長・会計管理者・支所長・参事 16人 4.2
５級 課長・参事・課長補佐 87人 23.1
４級 副参事・防災専門員 43人 11.4
３級 係長・主査 156人 41.4
２級 主任 45人 11.9
１級 主事・技師・社会福祉主事 29人 7.7

計 377人 100.0
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と　　き　11月15日㈮　午後１時20分～２時15分
と こ ろ　イヨボヤ会館、鮭公園
内　　容　�屋外にいる場合を想定して、防災行政無線の

放送を合図に鮭公園からイヨボヤ会館地下施
設へ避難する訓練を行います。

定　　員　20人（先着順）
申し込み　�11月11日㈪までに、総務課危機

管理室（☎53－3365）に電話
または電子申請で申し込んでく
ださい。

ホームページ弾道ミサイルを想定した住民避難訓練を実施します
問 総務課危機管理室（☎53－3365）
　弾道ミサイルを想定した住民避難訓練を、国・新潟県と共同で実施します。訓練当日は防災無線などから
「弾道ミサイルが発射」の情報が届きますので、弾道ミサイル飛来時に適切な避難行動が取れるように訓練
に取り組みましょう。

 

 

※緊急一時避難施設は、弾道ミサイル攻

撃による爆風などからの直接の被害を軽

減するための一時的な避難に活用する観

点から県知事などが指定する施設です

村上市の緊急一時避難

施設は、市ホームぺージ

でご確認ください。 

◆情報伝達訓練
と　き　11月15日㈮	 午後２時　　　ミサイル発射の訓練放送（訓練開始）
	 午後２時５分　ミサイル通過の訓練放送（訓練終了）
内　容　�防災行政無線（屋外スピーカー・屋内の受信機）、むらかみ情報ナビ（アプリ）、

防災メールから訓練情報が流れたら、自宅や職場で以下の弾道ミサイル飛来時の
行動（屋内にいる場合）を取ってください。

自宅や職場
で取り組みを
お願いします

参加者募集 鮭公園からイヨボヤ会館地下施設への避難訓練を実施します

訓練日程
午後１時20分　集合（イヨボヤ会館前）
午後１時30分　訓練の説明
午後２時　　　�ミサイル発射の訓練放送

（訓練開始）
午後２時５分　�ミサイル通過情報
　　　　　　　講評、振り返り
午後２時15分　訓練終了

電子申請

村上市の緊急一時避難施設
は、市ホームぺージで確認
してください。

※�緊急一時避難施設は、弾道ミサイル攻撃
による爆風などからの直接の被害を軽減
するための一時的な避難に活用する観点
から県知事などが指定する施設です

内閣官房国民保護
　ポータルサイト

【例】ミサイル発射。ミサイル発射。ミサイルが発射された
ものとみられます。建物の中、または地下に避難して下さい。

ホームページ2024村上・笹川流れ国際トライアスロン大会　結果
問 村上・笹川流れ国際トライアスロン大会実行委員会事務局（☎53－3399）
　９月29日㈰、「2024村上・笹川流れ国際トライアスロン大会」が秋晴れの下で行われ、543人が参加。村
上市スペシャルアンバサダーで東京2020パラリンピック男子マラソン銅メダリストの永田務選手も出場し、
年齢別カテゴリー40-44男子部門の２位に入るなど、大会を盛り上げました。
　参加された選手の皆さま、沿道から大きな声援をいただいた皆さま、ありがとうございました。

市内選手の結果
【エイジ男子】 【リレー部門】
 46位　斎藤　勉
 57位　瀬賀　豊
 82位　本間　洋行
110位　髙橋　一仁
116位　伊藤　寿広
137位　本間　紀彦
184位　石嶋　聡

185位　大滝　拓也
203位　瀨賀　吉幸
223位　宗田　一雄
306位　淺野　宏
309位　髙橋　健
326位　大倉　晃
329位　矢島　聡

333位　鈴木　謙輔
348位　天井　秀昭
381位　髙橋　洋
402位　鈴木　敏明
404位　佐藤　親一
425位　櫻井　孝之
完走 　淺野　良三

 11位　麦汁海賊団
   　　岡田　慎輔　他２人
 12位　ARK
   　　加藤　香織　他２人

※選手への了承を得て、掲載しています

緊急一時避難施設※をはじめ、コンクリート造りなどの
頑丈な建物や地下街、地下駅舎などの地下施設へ避難す
ることが望ましいですが、それ以外でもかまいません。

物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部を守る。

建物が
ない場合

近くの建物の中や地下に
避難する。

屋外に
いる場合

窓から離れるか、
窓のない部屋に移動する。

屋内に
いる場合
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　もっとゴルフに親しんでもらいたいと開催された感謝祭。
グリーン上でのパター体験やゴルフカートの試乗体験のほか、
ＮＰＯ法人サンスマイルあらかわによるブローライフルなど
さまざまな体験ブースが立ち並び、来場した人はゴルフ場で
のひとときを楽しみました。
　また、荒川漁業協同組合による鮎のつかみ取りでは、子ど
もたちが水に濡れながら鮎を追いかけ、「やっと捕まえた」な
どと楽しんでいました。

　山北地域で活動している人たちと協力して作業を行い、地
域活動への参加意識を高めることを目的に、保護司会山北分
区、山北地区保護女性会が主体となる「愛のサツマイモプロ
ジェクト」に山北中学校２年生が取り組みました。
　春の植え付けから始まり、予想以上の収穫量となったサツ
マイモを見た生徒は「地域の皆さんと協力して作ったので、
給食で食べるのが楽しみです」と話していました。

9/23 子どもから大人までゴルフを楽しんでほしい
市営あらかわゴルフ場感謝祭（市営あらかわゴルフ場）

10/10 地域と一緒にさつまいもを栽培
愛のサツマイモプロジェクト（山北中学校）

▲ゴルフカートに乗り、コース内を試乗しました

▲�３人で協力して大きくなったサツマイモを収穫

▲試食してピザの味を確認する児童の皆さん

　平林小学校の５年生が「自分たちが地域を盛り上げるため
に何ができるか」をテーマに考え、地元食材を使った「ピザ
のレシピ作りと販売」を行うことに決定。米やトマト、長ネ
ギを栽培している神林地域の生産者を訪ね、収穫までの流れ
などを学習しました。
　ピザを試食した児童は「味のバランスがいいピザが作れた。
買ってくれた人たちには食材の味を感じてほしい」と話して
いました。このピザは、「ハロウィン＆かかし祭」で販売さ
れ、好評を得ていました。

9/26 児童が神林産ピザを商品化
ピザレシピ発表会（平林小学校）

　晴天の下で行われた「モクリンフェス2024」。親子連れが
木や森にちなんだ体験ブースや、アクティビティを楽しむ姿
が多く見られました。
　また、大きな木に設置された巨大ブランコに乗った女の子
が、笑顔で叫んでいる姿は印象的で、普段体験できない遊び
を堪能していました。
　キッチンコーナーでは、市内外の飲食店が並び、おいしい
料理に舌鼓を打ち、森の音楽会に癒されていました。

10/6 遊びと癒しの森と出会うフェスティバル
モクリンフェス2024（天蓋高原高根交流広場）

▲会場は久々の晴天に恵まれました

「健口=健康」を守るために ～歯周病を予防しましょう～
問 保健医療課健康支援室（☎53－3364）

　成人歯科健診の受診率は毎年12～13％前後で、
令和元年度からは年々減少傾向となっています
（図１）。
　また、令和４年度の歯科健診の結果、歯周病（歯
石、歯肉出血、歯周ポケットあり）の罹患割合は、
どの世代も80％を超えています（図２）。

市の現状

　市では20～70歳になる人（５歳おき）を対象
に、むし歯や歯周病などの早期発見・早期治療に
つながることを目的として「成人歯科健診」を実
施しています。
　また、76・80歳の人を対象に、オーラルフレイ
ル※予防を目的とした「高齢者歯科口腔健診」を
実施しています。
　どちらの健診も令和７年２月末までの受診期間
ですので、受診券が届いている人は、歯科健診を
受けましょう。

※�オーラルフレイル…加齢に伴い、噛みにくい、飲
み込みにくい、むせる、滑舌が悪くなる、口腔乾
燥などの口腔機能が衰えた状態

歯科健診で歯周病の早期発見を

　歯周病は「国民の７割が罹患している」ともいわれる感染症です。糖
尿病や高血圧症、心疾患などの全身疾患のリスクを高めます。妊婦にお
いては、低体重児出産などの原因となります。近年、認知症を発症・進
行させる要因の一つが歯周病菌によるものだということが明らかになっ
ています。
　認知症で最も多いのが「アルツハイマー型認知症」です。アルツハイ
マー型認知症は、脳に「アミロイドβ」というたんぱく質が蓄積される
ことによって発症するとされています。そのメカニズムは、歯周病菌に
よって「カテプシンＢ」という酵素が増え、アルツハイマー型認知症の
発症因子であるアミロイドβの受容体が増えることによって認知症の発
症・症状悪化を招くものです。
　アミロイドβは分解されて排出されますが、何らかの理由で排出され
ずに蓄積してしまうと脳の情報伝達が悪くなり、脳の機能が低下してし
まいます。認知症を防ぐためには、アミロイドβの蓄積を防ぐ必要があ
ります。

　歯周病の予防法は口の中の細菌の全体数を減らすことが重要です。日常的な歯磨きやデンタルフロス、歯
間ブラシを使ってプラーク（歯垢）を除去し、定期的に歯科医院で歯のクリーニングを受けることが大切で
す。「健口＝健康」を守るために行っていただきたいと思います。

村上市岩船郡歯科医師会
会長
 佐藤　鶴英 先生

出典：市健康管理システム

出典：市健康管理システム
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図１ 成人歯科健診の受診率の推移

図２ 歯周病の罹患割合
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…ニュース番組として市ホームページで動画を配信中
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さ
い

例�

マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
（
堆
肥
散

布
機
）、
ス
プ
レ
ー
ヤ
（
薬
剤
散
布

機
）
な
ど

‌

問�

税
務
課
収
納
対
策
室

	

（
☎
５３
‐
３
３
６
１
）

１１
月
１１
日
～
１７
日
は
税
を
考
え

る
週
間
で
す

　

税
務
行
政
の
理
解
と
信
頼
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
国
税
庁

で
は
情
報
の
提
供
や
意
見
・
要
望
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
】

‌

期�

１１
月
１１
日
㈪
～
１７
日
㈰

‌

場�

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
ほ
か

‌

内�

中
学
・
高
校
生
の
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
入
選
作
品
の
展
示
、
税

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置

‌

他�

申
告
な
ど
の
税
務
相
談
を
事
前
予

約
制
で
受
け
付
け
ま
す
。

‌

問�

村
上
税
務
署（
☎
５３
‐
３
１
４
１
）

　

※�

自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
ん

で
く
だ
さ
い

「
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
体
験
！
に
い
が
た
魅
力
キ
ャ

ン
パ
ス
」
の
様
子
を
配
信
し
て
い
ま
す

　

新
潟
県
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
村
上
・
糸
魚
川
・
加
茂

市
の
魅
力
体
験
活
動
の
様
子
を
配
信

し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

‌

問�

日
本
青
年
会
議
所
北
陸
信
越
地
区

新
潟
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
（
☎
０
２
５
‐
２

２
９
‐
０
８
７
４
）

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
年
の

１
月
１
日
～
１２
月
３１
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
の
全
額
が
所
得
税
や
住

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

１
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
に

納
付
し
た
人
へ
控
除
証
明
書
が
、
１０

月
下
旬
か
ら
１１
月
上
旬
に
か
け
て
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

（
電
子
送
付
の
希
望
登
録
を
行
っ
て

い
る
人
を
除
く
）。
年
末
調
整
や
、
確

定
申
告
で
必
要
な
書
類
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日

に
初
め
て
納
付
し
た
人
に
は
、
令
和

７
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

‌

問�

新
発
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
２
５
４
‐
２３
‐
２
１
２
８
）

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

在
宅
の
障
が
い
者
や
障
が
い
児
に

支
給
す
る
手
当
で
す
。

支
給
月　

２
・
５
・
８
・
１１
月

【
特
別
障
害
者
手
当
】

‌

￥�

月
額
２
万
８
８
４
０
円

‌
対�

２０
歳
以
上
で
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
人

子
育
て
応
援
タ
ク
シ
ー 

利
用
補
助
金
を
活
用
し 

て
く
だ
さ
い

　

妊
婦
さ
ん
の
陣
痛
時
や
お
子
さ
ん

の
具
合
が
悪
い
時
に
利
用
し
た
タ
ク

シ
ー
の
料
金
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

‌

対�

（
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が

あ
り
、
次
に
該
当
す
る
人
）

・�

妊
婦

・�

子
ど
も
（
１２
歳
に
到
達
後
、
最
初

の
３
月
３１
日
ま
で
）
の
保
護
者

　

※�

ほ
か
に
運
転
で
き
る
人
や
介
添

人
が
い
る
場
合
は
除
く

‌

内�

・�

妊
婦
の
場
合
、
自
宅
ま
た
は
里

帰
り
先
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の

片
道
料
金
を
全
額
補
助
。
１
回

の
妊
娠
に
つ
き
１
回
の
み
で
上

限
は
３
万
円
で
す
。

　

・�

子
ど
も
の
保
護
者
の
場
合
、
自

宅
ま
た
は
里
帰
り
先
か
ら
医
療

機
関
ま
で
の
片
道
。
ま
た
は
医

療
機
関
か
ら
自
宅
も
し
く
は
里

帰
り
先
ま
で
の
料
金
を
半
額
補

助
。
片
道
当
た
り
の
上
限
は
７

５
０
０
円
で
、
往
復
で
申
請
で

き
ま
す
。

‌

問�

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
室
（
☎
７５

‐
８
９
３
９
）
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課
地
域
福
祉
室

市
営
・
県
営
住
宅
の
入
居
申
し
込

み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

公
営
住
宅
は
、
住
む
場
所
に
困
っ

て
い
る
人
の
た
め
の
住
宅
で
す
。
入

居
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
順
で
は

な
く
、
必
要
度
の
高
い
順
に
選
考
し

て
決
定
し
ま
す
。
入
居
条
件
や
手
続

き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
令
和
７
年
３
月
１
日
入
居
予
定
】

‌

申�

１２
月
３１
日
㈫
ま
で

入
居
選
考
日　

令
和
７
年
１
月
中
旬

‌

問 ‌�

申
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
室
（
☎

７５
‐
８
９
４
７
）
ま
た
は
荒
川
支

所
産
業
建
設
課
建
設
管
理
室
（
☎

６２
‐
５
２
７
３
）

秋
の
火
災
予
防
運
動 

「
守
り
た
い
未
来
が
あ 

る
か
ら
火
の
用
心
」

　

１１
月
９
日
～
１５
日
ま
で
全
国
一
斉

に
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
運
動
期
間
中
は
、
消
防
本
部
・

消
防
団
が
広
報
巡
回
を
行
い
ま
す
。

各
家
庭
で
は
、
暖
房
器
具
や
火
気
器

具
の
点
検
や
取
り
扱
い
を
確
認
し
て
、�

火
災
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た

め
、
火
災
警
報
器
の
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

‌

問�

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

	

（
☎
５３
‐
７
２
２
２
）

油
の
流
出
事
故
に
気
を 

付
け
て
く
だ
さ
い

　

毎
年
、
灯
油
な
ど
の
油
が
川
な
ど

に
流
れ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

灯
油
の
流
出
は
７
割
以
上
が
一
般
家

庭
で
発
生
し
て
お
り
、
最
も
多
い
事

故
原
因
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ

リ
タ
ン
ク
へ
灯
油
を
小
分
け
に
し
て

い
る
最
中
に
そ
の
場
を
離
れ
る
な
ど

の
不
注
意
で
す
。
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
一
人
一
人
が
注
意
し
て
、

き
れ
い
な
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
使
用
時
の
注
意
点
】

・�

灯
油
を
小
分
け
に
す
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

・�

落
雪
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
に
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
を
置
か
な
い
。（
落
雪
で

レ
バ
ー
が
開
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

・�

積
雪
の
重
み
で
配
管
が
破
損
し
な

い
よ
う
小
ま
め
に
除
雪
す
る
。

‌

問�

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

	

（
☎
５３
‐
７
２
２
２
）

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

‌

￥�

月
額
１
万
５
６
９
０
円

‌

対�

２０
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
児
童

‌

他�

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な

ど
が
な
い
場
合
で
も
申
請
で
き
ま

す
が
、
障
が
い
の
状
態
に
よ
っ
て

は
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

‌

問�

福
祉
課
福
祉
政
策
室
（
☎
７５
‐
８

９
４
０
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

興
課
地
域
福
祉
室

部
活
動
を
理
由
と
し
た
学
区
外
就
学

を
希
望
す
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
場
合
、

学
区
外
就
学
を
認
め
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・�

就
学
指
定
校
に
希
望
す
る
部
活
動

が
な
い
こ
と
。

・�

指
定
学
校
区
の
隣
接
学
校
区
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
隣
接
す
る
学

校
区
が
複
数
あ
る
場
合
は
自
宅
か

ら
最
も
近
い
学
校
と
す
る
。

・�

小
学
校
在
校
時
に
活
動
実
績
が
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
学
校
１
年

生
入
学
時
に
限
る
。

‌

問�

学
校
教
育
課
教
育
総
務
室

	

（
☎
７2
‐
６
８
８
２
） 村

上
市
役
所

本庁� （☎ 53− 2111）
荒川支所� （☎ 62− 3101）
神林支所� （☎ 66− 6111）
朝日支所� （☎ 72− 0111）
山北支所� （☎ 77− 3111）

お知らせ
「くらし」「もよおし」など、
さまざまな情報をお届け

今月の市税などの納期限

・国民健康保険税　　　　第５期
・介護保険料　　　　　　第５期
・後期高齢者医療保険料　第８期

納期限 12月２日月

便利で納め忘れのない口座振替をおすすめします
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起
こ
し
、
命
や
生
活
の
質
が
脅
か
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
早
期
治
療

と
生
活
改
善
の
継
続
が
重
要
な
病
気

で
す
。
症
状
が
な
く
と
も
年
に
１
回

は
定
期
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

‌

問�

村
上
保
健
所
地
域
保
健
課　

	

（
☎
５３
‐
８
３
６
８
）

募
　
集

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

生
活
に
お
困
り
の
方
を
支
援
す
る

た
め
、
家
庭
に
あ
る
常
温
保
存
可
能

で
賞
味
期
限
が
２
週
間
以
上
、
未
開

封
の
食
品
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

‌

期
１１
月
11
日
㈪
～
１５
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

‌

場�

市
役
所
、
各
支
所
（
正
面
玄
関
・

ロ
ビ
ー
な
ど
）

‌

問�

福
祉
課
総
合
相
談
室

	

（
☎
７５
‐
８
９
４
１
）

令
和
７
年
度　
医
学
生
修
学
資
金
貸

与
制
度
の
修
学
生
を
募
集
し
ま
す

貸
与
期
間　

令
和
７
年
４
月
か
ら

　

最
長
６
年
間

応
募
期
限　

令
和
７
年
３
月
１４
日
㈮

‌

他�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
保
健
医
療
課
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
福

祉
室
に
備
え
付
け
の
応
募
要
領
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

‌

問 ‌�

申
保
健
医
療
課
健

康
支
援
室
（
☎
７５
‐

８
９
３
４ 

）

除
雪
作
業
が
で
き
る 

事
業
者
な
ど
を
募
集 

し
ま
す

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
に
と
っ
て
、
雪
下
ろ
し

な
ど
の
除
雪
作
業
は
大
き
な
負
担
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
除
雪
作
業
が

で
き
る
事
業
者
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
を

名
簿
に
ま
と
め
、
高
齢
者
な
ど
か
ら

の
相
談
時
に
活
用
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

令
和
７
年
２
月
２８
日
㈮
ま
で

募
集
要
件

・�

市
内
で
雪
下
ろ
し
な
ど
の
除
雪
作

業
が
で
き
る
事
業
者
や
グ
ル
ー
プ

な
ど

・�
事
前
に
除
雪
作
業
の
見
積
り
と
費

用
の
説
明
が
で
き
る
こ
と

　
※�
市
は
業
者
の
斡
旋
は
行
い
ま
せ
ん

‌

問 ‌�

申
介
護
高
齢
課
高
齢
者
支
援
室

（
☎
７５
‐
８
９
３
５
）

も
よ
お
し

秋
季
特
別
展
「
新
収
蔵
品
展
」

‌

期�

１１
月
２
日
㈯
～
１２
月
１
日
㈰

	

午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分

‌

場�

村
上
市
郷
土
資
料
館

ホームページ

‌

内�

近
年
寄
附
さ
れ
た
絵
画
・
書
画
な

ど
の
展
示

入�

館
料　

一
般
３
０
０
円
、
小
中
高

校
生
１
５
０
円

　

※�

隣
接
の
若
林
家
住
宅
、
村
上
歴

史
文
化
館
と
の
共
通
券
は
一
般

５
０
０
円
、
小
中
高
校
生
２
５

０
円

‌

問�

村
上
市
郷
土
資
料
館

	

（
☎
５２
‐
１
３
４
７
）

さ
ん
ぽ
く
祭

‌

時�

１１
月
１０
日
㈰

［
文
化
部
門
］午
前
９
時
～
午
後
２
時

　

※�

９
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
５
時

も
開
催
し
て
い
ま
す

［
芸
能
部
門
］午
前
１０
時
～
午
後
２
時

［
産
業
部
門
］午
前
９
時
３０
分
～
午
後
２
時

‌

場�[

文
化
部
門
・
産
業
部
門
］

	

山
北
総
合
体
育
館

	

［
芸
能
部
門
］
さ
ん
ぽ
く
会
館

‌

内�［
文
化
部
門
］
さ
ん
ぽ
く
小
学
校
児

童
作
品
展
示
、
山
北
文
化
協
会
会

員
作
品
展
示
な
ど

	�
［

芸
能
部
門
］山
北
地
域
の
郷
土
芸

能
、
民
踊
、
ダ
ン
ス
、
日
本
国
太

鼓
、
大
正
琴
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

	�
［

産
業
部
門
］
軽
ト
ラ
市
、
う
ん
め

も
の
店
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
見
学
会
、

特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

‌
問�
山
北
支
所
産
業
建
設
課
産
業
観
光

室
（
☎
７７
‐
３
１
１
５
）

講
演
「
三
条
町
人
か
ら
見
た
村
上
藩
」

‌

時�

１１
月
１６
日
㈯

	

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

‌

場�

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

‌

講�

元
村
上
市
郷
土
資
料
館
長

	

松
山 

勝
彦 

氏

‌

定�

３０
人
程
度
（
先
着
順
）

‌

￥�

３
０
０
円
（
資
料
代
）

‌

問 ‌�

申
11
月
10
日
㈰
ま
で
に
村
上
歴
史

研
究
会
（
田
澤
☎
０
９
０
‐
１
６

１
９
‐
６
４
４
５‌

Ｆ
５３
‐
０
７

６
２
）

第
１９
回
村
上
混
声
合
唱
団
定
期

演
奏
会

‌

時�

１１
月
１７
日
㈰
午
後
１
時
３０
分
～

開
場　

午
後
１
時
～

‌

場�

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

‌

￥�

無
料　

‌

申
不
要

‌

問�

村
上
混
成
合
唱
団

	

（
村
山
☎
５３
‐
４
２
８
４
）

縄
文
の
里　
ト
チ
餅
づ
く
り

　

村
上
市
伝
統
の
ト
チ
餅
を
、
ト
チ

の
皮
む
き
か
ら
体
験
で
き
ま
す
。

‌

時�

１１
月
２４
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

‌

場�

縄
文
の
里
・
朝
日　

‌

定�

２０
人
（
先
着
順
）

‌

￥�

８
０
０
円
（
材
料
費
）

‌

持�

汚
れ
て
も
い
い
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

‌

問 ‌�

申
１１
月
２３
日
（
土
・
祝
）
ま
で
に

縄
文
の
里
・
朝
日
（
☎
７２
‐
１
５

７
７
）

人
権
講
演
会

‌

時�

１１
月
２４
日
㈰
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

‌

場�

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

講
演
内
容

　

�

お
と
な
の
知
ら
な
い
子
ど
も
の
世
界

～
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
や
ネ
ッ
ト
い
じ

め
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
～

‌

講�

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

石
川
結
貴　

氏

‌

定�

１
５
０
人
（
先
着
順
）　

‌

￥
無
料

‌

問 ‌�

申
１１
月
２０
日
㈬
ま
で
に
市
民
課
生

活
人
権
室
（
☎
５３
‐

３
３
６
３
）

村
上
ド
ロ
ー
ン
レ
ー
ス 

２
０
２
４

‌

時
１１
月
３０
日
㈯

【
子
供
向
け
ト
イ
ド
ロ
ー
ン
体
験
会
】

‌

時�

午
前
１０
時
～
正
午　

‌

￥
無
料

【
Ｆ
Ｐ
Ｖ
ド
ロ
ー
ン
体
験
会
】

‌

時�

午
前
１０
時
～
正
午　

‌

￥�

５
０
０
円

【
初
心
者
ク
ラ
ス
レ
ー
ス
】

‌

時�

午
後
１
時
～
６
時　

‌

￥
２
５
０
０
円

‌

時
１２
月
１
日
㈰

【
上
級
者
ク
ラ
ス
レ
ー
ス
】

‌

時�

午
前
９
時
～
午
後
５
時

‌

￥�

４
５
０
０
円

‌

場�

村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

‌

問 ‌�

申
レ
ー
ス
参
加
希
望
者
は
11
月
15

日
㈮
ま
で
に
Ｄ
Ｗ
Ｓ
ド
ロ
ー
ン
ス

ク
ー
ル
新
潟
村
上
（
☎
６２
‐
７
７

７
１
）

日
本
将
棋
連
盟
村
上
支
部　
将
棋
大
会

‌

時�

１１
月
１７
日
㈰
午
前
９
時
３０
分
～

受
付　

午
前
９
時
～

‌

場�

神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

‌

定�

３０
人
（
先
着
順
）

‌

￥�

２
０
０
０
円　

会
員
１
５
０
０
円

‌

他�

ル
ー
ル
は
日
本
将
棋
連
盟
に
準
拠

し
ま
す

‌

問 ‌�

申
11
月
12
日
㈫
ま
で
に
日
本
将
棋

連
盟
村
上
支
部
（
斉
藤
☎
０
８
０

‐
４
２
０
３
‐
４
９
１
６
）

漢
字
検
定

‌

時�

令
和
７
年
１
月
２５
日
㈯

　

※�

受
検
級
に
よ
り
時
間
が
異
な
り
ま
す

‌

場�

神
林
総
合
体
育
館

‌

定�

１
０
０
人
（
先
着
順
）

検
定
料

　

・�

２
級　
　
　
　

３
５
０
０
円

　

・�

準
２
～
４
級　

２
５
０
０
円

　

・�

５
～
７
級　
　

２
０
０
０
円

　

・�

８
～
１０
級　
　

１
５
０
０
円

‌

問 ‌�

申
１２
月
１７
日
㈫
ま
で
に
申
込
書
と

検
定
料
を
希
楽
々
（
☎
６６
‐
８
１

１
９
）

相
　
談

出
張
相
談
in 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

 

就
職
に
関
す
る
相
談
を
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
お
受
け
し
ま
す
。自
己
Ｐ
Ｒ（
長

所
）
や
志
望
動
機
作
成
の
助
言
、
面

接
練
習
な
ど
が
で
き
ま
す
。

‌

時�

１１
月
１１
日
㈪
・
２５
日
㈪

　

①
午
後
１
時
３０
分
～

　

②
午
後
２
時
３０
分
～

‌

場�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
村
上

‌

対�

１５
～
４９
歳
ま
で
の
就
職
を
目
指
し

て
い
る
人　

‌

定
各
回
１
人

‌

問�

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
下
越

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
村
上
常
設
サ
テ
ラ
イ
ト

	

（
☎
５０
‐
１
５
５
３
）

暮
ら
し
の
お
困
り
ご
と
相
談
所

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
困
り

事
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

‌

時�

１１
月
１９
日
㈫
午
前
１０
時
～
正
午

‌

場�

イ
オ
ン
村
上
東
店

‌

申
不
要　

‌

￥
無
料

‌

他�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

‌

問�

福
祉
課
総
合
相
談
室

	

（
☎
７５
‐
８
９
４
１
）

１１
月
１５
日
㈮
か
ら
狩
猟
期
間
が

始
ま
り
ま
す

　

狩
猟
解
禁
日
か
ら
数
日
間
は
銃
器

に
よ
る
人
身
事
故
が
発
生
し
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
狩
猟
す
る
人
は
、

銃
器
の
扱
い
に
注
意
し
て
、
使
用
の

際
は
周
囲
の
安
全
を
十
分
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
登
山
や
野
山
を
散
策
す
る

人
は
、
目
立
ち
や
す
い
服
装
で
行
動

す
る
と
と
も
に
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の

出
る
機
器
を
身
に
つ
け
て
自
分
の
存

在
を
周
囲
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

※�

狩
猟
期
間
は
令
和
７
年
２
月
１５

日
㈯
ま
で
。
た
だ
し
、
イ
ノ
シ

シ
お
よ
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
令
和

７
年
３
月
１５
日
㈯
ま
で

‌

問�

村
上
保
健
所
衛
生
環
境
課

	

（
☎
５３
‐
８
３
７
１
）

１１
月
は
糖
尿
病
予
防
月
間
で
す

　

１１
月
１４
日
㈭
は
、
世
界
糖
尿
病
デ

ー
と
し
て
日
本
を
含
む
約
１
６
０
カ

国
で
糖
尿
病
の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
ま
す
。
糖
尿
病
は
自
覚
症

状
が
乏
し
い
た
め
、
受
診
に
つ
な
が

り
に
く
く
、
ま
た
、
受
診
し
て
も
治

療
を
中
断
す
る
患
者
さ
ん
が
多
い
こ

と
が
課
題
で
、
特
に
、
働
き
盛
り
の

年
代
で
、
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

治
療
を
中
断
し
て
放
置
す
る
と
、
腎

不
全
や
脳
梗
塞
、
失
明
な
ど
を
引
き

電子申請
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‌￥ 参加費など
‌持 持ち物 ‌申 申し込み ‌問 問い合わせ ‌Ｆ FAX ‌＄ メール ‌他 その他
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〈有料広告〉〈有料広告〉〈有料広告〉〈有料広告〉



売却方法	 一般競争入札
入札日	 12月18日㈬午前９時30分～
入札会場	 市役所５階　第５会議室
参加資格	 �日本国内に住民登録をしている個人

および日本国内の法人
入札参加締め切り	 12月10日㈫午後５時
入札物件の下見会	 11月22日㈮・29日㈮各日午前９時～正午　
			   ※各実施日の前日午後５時までに電話で申し込んでください
その他	 入札申込書は財政課の窓口および市ホームページから取得できます。
■ 問財政課財務管理室（☎75－8922）

対象者の要件（以下の要件を全て満たしている事業者）
　・�市内に主たる事業所（本社または事業活動の拠点）を有する中小企業者など
　・�常時雇用する従業員（雇用保険被保険者）について、人材獲得事業では１人以上、職場環境整備事
業では５人以上いること

　・�市税の滞納がないこと
　・�村上市暴力団排除条例第２条第１号～第３号までに該当しないこと。また、暴力団などと密接な関
係を有していないこと

　・�これまでに、人材獲得事業または職場環境整備事業のいずれかの事業に対する補助金の交付を受け
ている場合は、同一の事業は対象外とする

補助対象事業
　・�人材獲得事業：人材獲得を目的としたホームページやパンフレットなどの作成経費
　・�職場環境整備事業：従業員の定着につながる職場環境の整備事業
　　例：従業員用のトイレ改修、空調設備の新設、照明のLED化にかかる経費など
補助率・補助金額
補助対象事業 補助率 上限額 ハッピー・パートナー企業加算

人材獲得事業 ２分の１ 10万円 いずれかの事業の上限額を20万円に引き上げ
※当初の１回限りのみ加算職場環境整備事業 ２分の１ 10万円

補助金の申請について
　【受付期間】令和７年１月14日㈫まで　※消印有効
　　※令和７年２月28日㈮までに事業を完了する必要があります
　【申請方法】窓口への提出または郵送
　【提出先】〒958－8501　村上市三之町１番１号　地域経済振興課経済振興室（☎75－8942）

保
育
士
就
職
相
談
会

‌
時�
１１
月
２４
日
㈰

	
午
前
９
時
４５
分
～
１１
時
３０
分

‌

場�

マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

‌

内�

市
内
保
育
施
設
へ
の
就
職（
復
職
）

の
相
談

‌

対�

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は

取
得
見
込
み
の
人　

‌
￥
無
料

‌

問 ‌�

申
１１
月
２２
日
㈮
ま
で
に
新
潟
県
保

育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２

５
‐
２
８
１
‐
５
５
７
２
）
ま
た

は
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
室
（
☎

５３
‐
３
３
６
２
）

ス
ポ
ー
ツ

第
１１
回　
愛
ラ
ン
ド
カ
ッ
プ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

‌

時�

１２
月
１
日
㈰
午
前
８
時
15
分
～

‌

場�

朝
日
総
合
体
育
館

‌

定�

８
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

‌

対�

高
校
生
以
上
の
男
性

‌

￥
４
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

‌

問 ‌�

申
11
月
15
日
㈮
ま
で
に
愛
ラ
ン
ド

あ
さ
ひ
（
☎
７２
‐
１
４
４
５
）

　11月12日～25日（女性に対する暴力撤廃国際日）
は、国の男女共同参画推進本部が定めた「女性に対
する暴力をなくす運動」期間です。この運動のシン
ボルであるパープルリボンの色にちなんで、全国各
地のタワーなどを紫色にライトアップし、女性への
暴力の根絶を広く呼びかけています。配偶者や恋人
からのDV（ドメスティック・バイオレンス）で悩ん
でいる人は、一人で抱え込まずに相談してください。
■ 問福祉課総合相談室（☎75-8941）

「女性に対する暴力をなくす運動」 オンラインセミナー
何故DV関係になるのか～自分達、参加者達を見つめた気付き～
■ 時11月８日㈮午後２時～４時
■ 場マナボーテ村上
■ 講（一社）エフエフピー　中川拓 氏、中川亜衣子 氏
■ 定50人（先着順）　■ ￥無料　■ 申不要
■ 問�市民課生活人権室（☎53－3363）

所在地 現況地目 面積 構造 建物延床面積 最低売却金額
布部3115-1 宅地 431.09㎡ 木造 194.47㎥ 5,554,000円

　令和７年４月に大学や短大・専修学校（専門課
程に限る）へ進学および在学するお子さんなど
で、経済的理由により修学困難な人へ選考の上、
貸与します。
申込資格
　・�保護者が市内に住所を有し、市税を滞納して
いないこと

　・�学業成績が優秀と認められる人（５段階評価
でおおむね３以上。

　・�日本学生支援機構など、他制度の給付型およ
び貸与型の無利子奨学金を受けていないこと

応募期間　令和７年１月６日㈪～２月28日㈮
貸与月額　７万円・５万円・３万円
貸与期間　�令和７年４月から最短修学年限の終

期まで
返　　還　�卒業後１年を経過した後から起算し

て、10年以内で全額を均等月賦で、口
座振替払いにより返還しなければなり
ません。

■ 問■ 申学校教育課未来の学校創造室（☎75－8033）

令和７年度 村上市奨学生を募集します

旧布部診療所を売却します

人材獲得・定着支援補助金を利用しませんか

「女性に対する暴力をなくす運動」期間
パートナーからの暴力に悩んでいませんか？

ホームページ

11月の認知症カフェに参加しませんか
かたるんカフェ リハ大オレンジカフェ

時 27日㈬午後１時30分～
３時30分

19日㈫午後１時30分～
３時

場 マナボーテ村上 新潟リハビリテーション大学
￥ 100円 無料
申 事前にご連絡ください 不要
対 認知症の人やその家族、介護している人、家族

の介護に備えておきたい人
問 介護高齢課地域包括支援センター（☎75－8937）

新着図書情報

中央図書館の休館日

司書のおすすめ

今月の読み聞かせ

◆夜更けより静かな場所(岩井圭也)幻冬舎
◆ねこのケーキやさん(KORIRI)金の星社

◆ひろって調べる落ち葉のずかん（安田守/写真・文、岩崎書店）

 中央図書館 （午前11時～）
２日㈯・９日㈯・12日㈫・16日㈯・19日㈫
23日（土・祝）・26日㈫・30日㈯

５日㈫・８日㈮・11日㈪・18日㈪・25日㈪

 荒川図書室 （午前10時～）
24日㈰

このほか新着図書や図書館の情報は
右の二次元コードから図書館ホームページへ！

あちらこちらで目にする落ち葉は、何の木の
ものか知っていますか？
身近な260種類の落ち葉が紹介されたこの本
で、調べてみましょう。家族やお友だちと読
むのにもおすすめです。

図書館へ行こう!

ホームページ

紹介者
図書館司書O

新新潟潟県県交交通通災災害害共共済済  

おお見見舞舞金金のの請請求求ははおお済済みみでですすかか？？  

おお見見舞舞金金のの請請求求期期間間はは交交通通災災害害をを受受けけたた日日かからら

起起算算ししてて「「11 年年以以内内」」でですす。。ももうう一一度度ごご確確認認をを！！  

【【問問いい合合わわせせ】】  

新新潟潟県県市市町町村村総総合合事事務務組組合合  村村上上市市事事務務所所  

（（市市民民課課生生活活人人権権室室内内 TTEELL5533--33336633（（直直通通））  

ままたたはは各各支支所所地地域域振振興興課課市市民民生生活活室室）） 

ホームページ

提出資料や対象要件など詳しくは、市ホームページで確認してください
https://www.city.murakami.lg.jp/soshiki/128/jinzai-teityaku.html
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〈有料広告〉



　村上市食生活改善推進委員（略して食推）は「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、市内で
食に関する活動をしています。

≪調理≫村上市食生活改善推進委員　問保健医療課健康支援室（☎53－3364）

地元食材を利用して適塩でバランスよく食べよう

野菜たっぷり鮭汁

１日当たりの塩分摂取量の目標値
男性7.5g未満　　女性6.5g未満

栄養価（１人当たり）
エネルギー129kcal　たんぱく質9.1g　食塩相当量1.6ｇ　野菜・きのこ170g
ポイント：�旬の野菜やきのこ、鮭を使うことで、出汁が出て薄味でもおいしくいただけます。

食推おすすめレシピ食推おすすめレシピ

旬の野菜や鮭を使った
具沢山の汁物です。

〈材料４人分〉
生鮭…100ｇ	 大根…1/5本	 じゃがいも…小２個	 にんじん…2/3本	 白菜…中1.5～２枚
しめじ…1/2株	 えのき茸…1/4株	 長ねぎ…1.5本	 小松菜…1/2束	 昆布…10㎝
油…大さじ１弱	 水…３カップ	 酒…大さじ1.5弱	 しょうゆ…大さじ２	 塩…小さじ1/4

〈作り方〉
①�大根、にんじんは短冊切り、じゃがいもは拍子木切り、白菜はざく切り、長ねぎは斜め切りにする。きの
こ類は石づき部分を切り落とし、しめじはバラバラに、えのき茸は３㎝の長さに切る。
②小松菜は色よく茹で、３㎝の長さに切る。
③生鮭はぶつ切りにして、熱湯をかけておく。
④鍋に油を熱し、長ねぎ以外の①の具材を炒め、油が回ったら水と昆布を加えて煮る。
⑤沸騰したら昆布を取り出し、根菜に火が通ったら③の鮭と調味料を加える。
⑥鮭が煮えたら、長ねぎを加えひと煮立ちさせ、②の小松菜も入れ火を止める。

※９月11日から10月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了承を得て掲載しています
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人　口	 53,780人�（－62）

　男	 25,834人�（－46）

　女	 27,946人�（－16）

世帯数	 22,225世帯（＋28）

※（　　）は前月比

（10月１日現在）
人口と世帯数

ベビーカーマーク
　ベビーカーを利用しやすい環境づくり
に向けて作成されたマークです。安全な
使用方法を守ったうえでベビーカーを折
りたたまずに利用できるなど、ベビー
カーを安心して利用できる場所・設備を
表しています。

障がい理解シリーズ④

障がい者の権利擁護の推進～ともに生きる～
問 福祉課福祉政策室（☎75－8940）

障がいがある人が感じる４つのバリア【その２】

　社会のルール、制度によって、障がいのある人が能力以前の段階で機会の均
等を奪われているバリアのことをいいます。
・�学校の入試や就職、資格試験などで、障がいがあることを理由に受験や免許
などの付与を制限する。
・�資格試験にあたり点字試験を求めたが、前例がないことを理由に断られた。
・�書面の交付や資料の送付、パンフレットの提供などを拒まれることがある。
・�賃貸物件の入居を希望する障がいのある人に対して、障がいを理由とする誓
約書の提出を求められることがある。
・�盲導犬に対する理解が不十分なため、盲導犬を連れての入店を断られること。
・幼児連れお断りの店。　　など

こんな経験をしたことや
見たことはありませんか？

制度的バリア

ほじょ犬マーク
　身体障害者補助犬同伴の啓発のため
のマークです。公共施設や交通機関、
スーパーやレストランなどの民間施設で
は、身体障害者補助犬を同伴するのを受
け入れる義務があります。
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　皆さんにご愛読いただき、市報むらかみは200号を迎えまし
た。今回の表紙は、創刊号から今までの表紙が並んでいます。
表紙はその時々のイベントや景色などの写真を使用しているた
め、当時のことを思い出して懐かしい気持ちになりますね。ぜ
ひ皆さんも市報とともに思い出を振り返ってみてはいかがでしょ
うか？� （熊倉）

ともえちゃん
好物

夢

マスカット

かき氷屋

れいりくん
好物

夢

いちご

バスの運転手

S IM L E

 編集後記

InstagramLINEＸ Facebook YouTube

こ ん げ つ の

キッズモデル
今月はあらかわ
保育園のこの2人

齋藤椿
つばき

ちゃん　R2.12.19生（右
）

　　光
み つ き

来くん　R5.4.21生（左）
（大津）　　　　　　　　

山田耀
よう

くん　H31.2.9生（右）
　　　澄

と あ

空くん　R5.9.16生（左）
（坂町）  　　　　　　

鈴木柊
し ゅ り

里ちゃん　R5.12.22生（中原）  　　　　　　

横山明
あきら

くん　R5.11.15生

（緑町二丁目）　

　わが子の笑顔を皆さんに届
けてみませんか。小学生まで
のお子さんの写真を募集しま
す。（市内在住者に限ります）
①住所
②お子さんの名前（ふりがな）
③生年月日 ④お子さんの性別
⑤保護者氏名 ⑥電話番号
⑦写真（５MB以内）
　をメールで送付してください。
メール：seisaku-k@city.murakami.lg.jp

集まれ！むらかみ元気スマイル

申し込みは
こちらから

ワンモアショット！む ら か み の 話 題

　幻想的な竹灯籠の灯りが並ぶ「むらかみ宵の竹灯籠まつ
り」。実行委員会を中心に、多くのボランティアスタッフ
の参加により23回目の開催となりました。
　今回は両日とも天候に恵まれ、たくさんの観覧客が黒塀
通り（安善小路）を散策。各会場から楽器の音色や歌声が
聴こえてきて、足を止め聴き入る人、ブースで提供される
甘酒やおしるこを楽しむ人、竹灯籠を背景に記念撮影する
人など、２日間限定の竹灯籠まつりを満喫していました。

灯りがつなぐ人と地域の絆
第23回 むらかみ宵の竹灯籠まつり（安善小路など）10／12･13
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